









大会 発 表 要 旨1993。11.6
景気 とデザ イン
中西 徹/㈱京阪百貨店
そもそも景気 とは,「景気の景 という字 は
日かげ ・日光 を意味する言葉で①けはい,様









りにも 「あれもいらない,こ れ も無駄だ」と
言 うと開発チームは不満た らた らの状態 とな
り技術者やデザイナーも新製品の開発研究の
意欲がな くなるからです。 と言 うことで不景





とした鮮やかな色,す なわち青 ・赤 ・黄 ・緑
















で あって,そ の結果,エ アロダイナ ミック
(空力デザイン)を取 り入れた流れる様 な曲













ザイナーで,彼 等が生 み出 したのが 「流線
形」です。 これは,日本でも昭和9～10年流
線形時代を生み出しました。 この流線形 も飛
行機のデザインにな らった単 なるリ ・スタイ
ルであったと言えます。余談ではありますが,
先のウィリアム ・モ リスの有機的な曲線デザ








うことで一見 自動車業界 も盛大に見 えますが,
中身はそうではなく 「日本の自動車メーカー
の開発姿勢が暗中模索に陥っており,市場変
化が読み切れず,投 入 した新車はいずれ も振
るわず日本車の苦悩 を象徴 している」 と言 う
のが実情のようであります。ホンダの吉野副
社長が 「かってはクルマは夢の実現だった。
だが,国 内市場 は成熟期を迎 え,欧米のよう
にクルマを道具 と割 り切る消費者が増 えてい



















以上検証 してきた とおり,バ ブルの時代は量
的にも,ス タイルに於いても大量のデザイン
を生み出しました。それは旺盛な経済力 と旺





込み,人 々の欲求は萎縮 したにも拘 らず,バ
ブル期に投資した設備は膨大 なものとなった
まま残 り,巨大なビルは空室をか こち,長 大




末が まず第一で新製品を造 り,新 しいデザイ
ンを造 ること等思いも及ばない と言 うのが製
造現場でのデザイナーの告白です。が彼 は嘆
くばか りではな く,今後のデザインについて
次 の様 に言っています。「無駄 を省 き実用的
な物を求める消費者の思考がデザインに反映
されて くるものと考 えます。」 と。また建築
では,高松 の言 う 「建築の誕生には必ず人間

























不況期には低金利,在 庫圧縮,賃 金 ・原材料
費の節減,つ まりリス トラをこぞって行なう
が,そ れだけでは好況を引 き起 こすほどの原
動力 とはな り得ない。新製品,新 販路,新 生
産技術,新 経営システム等を内容 とする企業
家によるイノベーションが必要である,と 言
います。全 く同感であります。
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